
株主・投資家の皆様へ

第６０期中間ビジネスレポート
2007.4.1>>>2007.9.30

010_0338801601912.indd   1 2007/11/21   21:19:11



� �

代 表 取 締 役 社 長
中島　幹

区　分
第57期 第58期 第59期 第60期

中間期
（平成�6年4月�日～平成�6年9月30日）

通期
（平成�6年4月�日～平成�7年3月3�日）

中間期
（平成�7年4月�日～平成�7年9月30日）

通期
（平成�7年4月�日～平成�8年3月3�日）

中間期
（平成�8年4月�日～平成�8年9月30日）

通期
（平成�8年4月�日～平成�9年3月3�日）

中間期
（平成�9年4月�日～平成�9年9月30日）

売上高（百万円） 8,6�9 �7,�06 9,�35 �0,539 ��,�99 �3,788 �4,707

経常利益（百万円） 9�� �,465 �,03� �,573 �,34� �,664 �,07�

当期（中間）純利益（百万円） 54� 864 668 �,647 89� �,59� �,348

１株当たり当期（中間）純利益（円） 76.0� ��5.�3 93.68 ��0.�4 �07.63 �9�.�� �6�.7�

純資産（百万円） 5,6�8 5,983 6,534 ��,695 ��,675 �3,5�4 �4,774

総資産（百万円） �4,858 �4,869 �5,7�8 �3,064 �3,897 �5,063 �8,73�

第59期 第60期
(中間)

第58期第57期 第59期 第60期
(中間)

第58期第57期

第59期 第60期
(中間)

第58期第57期 第59期 第60期
(中間)

第58期第57期

■売上高（百万円）
中間期　　　通期
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株主の皆様へ

●狭山事業所リニューアル

営業成績および財産の状況の推移（連結）

トピックス

営業の概況

　株主および投資家の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し
上げます。
　平素は格別のご高配を賜り、心より厚く御礼申し上げます。

　さて、当社第60期中間期（平成19年4月1日から平成19年9月30日）におけ
る、我が国経済は、引き続き高止まる原油価格に伴う原材料価格高など不透明感を
払拭しきれないながらも、中国を中心とするアジア経済の高成長を背景に、景気は
概ね順調に推移いたしました。
　このような事業環境の下、当社主力製品である粘着剤がFPD業界の旺盛な需要
に支えられ販売高を増やすなど、当中間期における当社業績は期初の見通しを上回
るものとなりました。
　今期（第60期）は当社グループの中期経営計画「Soken Up the Value」の中
間期にあたります。引き続き市場からの需要に質・量ともに応えるべくグループ一
丸となって取り組み、中期経営計画の達成に注力してまいる所存であります。
　併せて、「CSR（企業の社会的責任）への取り組み強化」を継続し、CSRマネ
ジメント体制の充実と、地球環境に対する化学品メーカーとしての使命を尽くして
まいります。
　今後とも業績向上努力に止まらず、「社会の公器」であることを念頭に置いた企
業価値向上に努め、株主・投資家の皆様のご期待に応えてまいりたいと存じます。
皆様のより一層のご支援・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

☆微粉体一貫工場を新設
　 フラットパネル・ディスプレイ向け微粉体の増産のため、重合から粉体の乾燥や

充填作業までを一貫して行える新工場を建設しました。これにより、微粉体の生
産能力は従来の1.5倍に向上しました。

☆事務棟を改修
　 新研究棟の新設に伴い、これまで研究棟として利用してきた施設を事務棟に改修

し、執務環境の改善や、会議スペース、展示スペースなどの充実を図りました。

☆その他
　 入出荷作業の効率化のため正門の拡張および改修工事を行った他、地域環境に配

慮し、遮音効果のより高い防音壁への改修を行いました。 新微粉体工場
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（単位未満四捨五入）

装置システム
24億円
（16％）

加工製品
15億円
（10％）
特殊機能材
17億円
（12％） 微粉体

14億円
（9％）

粘着剤
78億円
（53％）

合計 147億円

■第60期中間期　商品ユニット別の売上高

特集／暮らしの中のSoken

液晶部分に粘着
剤や微粉体が、
電子回路形成工
程で特殊機能材がそれ
ぞれ利用されています。

携帯電話 

　　　　　　液晶ディスプレイ
材料の貼り合わせに粘着剤が、
光拡散板に微粉体がそれぞれ利
用されています。

洗濯機・冷蔵庫・電子レン
ジ等のシートスイッチ部分
の防滴防塵に加工製品（両
面テープ）が、また、電子
回路形成工程で機能材がそ
れぞれ利用されています。

バスタブ・キッチンカウン
ターなどの人工大理石に亀
裂防止用添加剤として微粉
体が利用されています。

バスタブ 

家電製品 

自動車のドアの内装材固定
をはじめ、外装品、各種部
品の固定のため粘着剤や加
工製品（両面テープ）が利
用されています。

ドアの内装材の固定建材の固定 

カーナビ等の液晶ディスプ
レイに粘着剤が利用されて
います。

カーナビ装置等 各種プラントの設計、施工、メンテナ
ンス等を綜研テクニックスが行ってい
ます。

プラントエンジニアリング事業

添加剤として微粉体が
利用されています。

化粧品 

インクやナイロンなどの製
造装置用熱媒ボイラーの設
置および熱媒体油の納入等
を、綜研テクニックスが行
っています。

熱媒ボイラー
広粘度撹拌装置（Hi-Fミキ
サー）などの大型翼撹拌装
置を、粘着剤や機能性樹脂
などの製造装置向けに綜研
テクニックスが納入してい
ます。

大型翼撹拌装置

綜研化学グループの製品は、幅広く暮らしの中で、役立っています。たとえば…。

建材の固定に加工製品（両
面テープ）や粘着剤が利用
されています。

液晶テレビ 

■第60期通期見通し
　第60期通期における売上高は、当中間期に引き続
き、粘着剤を中心とした旺盛な製品需要を背景に、
好調に推移するものと見込まれます。
　また、利益に関しましては、更なる原材料価格の
上昇懸念や、一部費用の上期からのずれ込み等が見
込まれるため、当中間期に比べ下期の利益率は若干
減少するものの、通期利益は見込みどおり確保でき
るものと考えております。
　具体的には、通期連結業績見通しとして、売上高
30,100百万円、営業利益3,500百万円、経常利益
3,500百万円、当期純利益2,200百万円をそれぞれ見
込んでおります。

粘着剤
とは？
粘着剤と
接着剤の違い

剥がせる

剥がれない

接着剤
（固化接合）

時
間
が
か
か
る

粘
着
剤

● 固まらない
● 色々な強さでくっつく
● すぐにくっつく

透明性 耐久性 機能性
（種々の機能が可能）

アクリル粘着剤の特長
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■発行可能株式総数	 33,�00,000株
■発行済株式の総数	 8,300,000株
■株主数	 �,745名
■所有者別株式分布状況

■株価（高値・安値）および株式出来高の推移

■中間（連結）貸借対照表（要旨）	 （単位：千円）

第60期中間期
（平成�9年9月30日現在）

第59期
（平成�9年3月3�日現在）

科　　目 金　　額
（資産の部）
流 動 資 産 �4,895,409 �3,5�3,449
固 定 資 産 �3,837,5�8 ��,549,9�0

有 形 固 定 資 産 ��,695,433 9,658,�03
無 形 固 定 資 産 597,6�8 5�5,559
投 資 そ の 他 の 資 産 �,544,465 �,376,�57

資 産 合 計 �8,73�,9�7 �5,063,369
（負債の部）
流 動 負 債 ��,578,578 �0,�00,76�
固 定 負 債 �,379,863 �,438,�67
負 債 合 計 �3,958,44� ��,539,0�9
（純資産の部）
株 主 資 本 �3,8��,�5� ��,688,�03

資 本 金 3,36�,563 3,36�,563
資 本 剰 余 金 3,40�,8�3 3,40�,8�3
利 益 剰 余 金 7,058,7�0 5,934,�79
自 己 株 式 △	 �0,845 △	 �0,453

評価・換算差額等 507,860 387,800
少 数 株 主 持 分 454,374 448,436
純 資 産 合 計 �4,774,486 �3,5�4,340
負 債 純 資 産 合 計 �8,73�,9�7 �5,063,369

■中間（連結）キャッシュ・フロー計算書（要旨）	（単位：千円）
第60期中間期
平成�9年4月 � 日から
平成�9年9月30日まで

第59期中間期
平成�8年4月 � 日から
平成�8年9月30日まで

科　　目 金　　額
営業活動によるキャッシュ・フロー �,800,�47 �,��6,0�7
投資活動によるキャッシュ・フロー △	�,953,846 △ �,��9,505
財務活動によるキャッシュ・フロー △	 45�,��7 △ 490,38�
現金及び現金同等物に係る換算差額 ��,5�� △ �7,773
現金及び現金同等物の増減額 △	 593,304 △ �,5��,634
現金及び現金同等物の期首残高 3,4��,838 5,477,��6
現金及び現金同等物の中間期末残高 �,8�9,533 3,965,48�

第60期中間期
平成�9年4月 � 日から
平成�9年9月30日まで

第59期中間期
平成�8年4月 � 日から
平成�8年9月30日まで

科　　目 金　　額
売 上 高 �4,707,75� ��,�99,079
営 業 費 用 ��,633,3�9 9,9�3,8�4
営 業 利 益 �,074,4�� �,375,�64
経 常 利 益 �,07�,�73 �,34�,83�
中 間 純 利 益 �,348,�76 89�,856

( ) ( )

■中間（連結）損益計算書（要旨）	 （単位：千円） ■中間（単体）貸借対照表（要旨）	 （単位：千円）

第60期中間期
（平成�9年9月30日現在）

第59期
（平成�9年3月3�日現在）

科　　目 金　　額
（資産の部）
流 動 資 産 ��,�84,503 �0,�49,367
固 定 資 産 �3,�09,964 �0,9�3,640

有 形 固 定 資 産 9,799,58� 7,853,353
無 形 固 定 資 産 �98,933 ��3,483
投 資 そ の 他 の 資 産 3,���,450 �,936,804

資 産 合 計 �4,394,468 ��,�63,008
（負債の部）
流 動 負 債 �0,953,�4� 8,�83,04�
固 定 負 債 �,075,459 �,�69,07�
負 債 合 計 ��,0�8,60� 9,45�,��3
（純資産の部）
株 主 資 本 ��,�33,70� ��,559,846

資 本 金 3,36�,563 3,36�,563
資 本 剰 余 金 3,40�,8�3 3,40�,8�3
利 益 剰 余 金 5,480,�70 4,805,9�3
自 己 株 式 △	 �0,845 △	 �0,453

評価・換算差額等 �3�,�64 �5�,048
純 資 産 合 計 ��,365,866 ��,7�0,895
負 債 純 資 産 合 計 �4,394,468 ��,�63,008

■中間（単体）損益計算書（要旨）	 （単位：千円）

第60期中間期
平成�9年4月 � 日から
平成�9年9月30日まで

第59期中間期
平成�8年4月 � 日から
平成�8年9月30日まで

科　　目 金　　額
売 上 高 �0,687,6�9 8,37�,983
営 業 費 用 9,453,464 7,7�3,357
営 業 利 益 �,�34,�64 659,6�5
経 常 利 益 �,345,854 73�,707
中 間 純 利 益 897,98� 493,�30

( ) ( )

■中間（連結）株主資本等変動計算書	 （単位：千円）

当中間連結会計期間
株主資本 評価・換算差額等

少数株主
持分 純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本
合計

その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算
調整勘定

評価・換算
差額等合計

平成�9年3月3�日残高 3,36�,563 3,40�,8�3 5,934,�79 △	 �0,453 ��,688,�03 �5�,4�� △	 5�8 �36,896 387,800 448,436 �3,5�4,340

中間連結会計期間中の変動額

剰余金の配当 △	 ��3,735 △	 ��3,735 △	 ��3,735

中間純利益 �,348,7�6 �,348,�76 �,348,�76

その他 △	 39� △	 39� △	 39�

株主資本以外の項目の中間連結
会計期間中の変動額（純額） △	 �9,390 405 �39,045 ��0,059 5,937 ��5,997

中間連結会計期間中の変動額合計 �,��4,540 △	 39� �,��4,�48 △	 �9,390 405 �39,045 ��0,059 5,937 �,�50,�45

平成�9年9月30日残高 3,36�,563 3,40�,8�3 7,058,7�0 △	 �0,845 �3,8��,�5� �3�,03� △	 ��3 375,94� 507,860 454,374 �4,774,486

( ) ( )

中間財務諸表（連結） 中間財務諸表（単体） 株式の状況

個人その他
3,515,191株
（42.36％）

株式数
8,300,000株

証券会社
27,061株
（0.33％）

金融機関
2,239,100株
（26.97％）

外国法人等
1,012,900株
（12.20％）

その他の法人
1,505,748株
（18.14％）

外国法人等
39名

（1.42％）

その他の法人
62名

(2.26％)

個人その他
2,611名

（95.11％）

株主数
2,745名

金融機関
19名
(0.70％)

証券会社
14名
(0.51％)
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1,000

5,000

4,000

6,000

0
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（西暦/月）

出来高（千株） 株価（円）
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本社　〒171－8531　東京都豊島区高田三丁目29番５号
TEL：03－3983－3171　FAX：03－3988－9216　URL：http://www.soken-ce.co.jp

■会社概要
社　名 綜研化学株式会社
資本金 3,361,563千円
主要な事業内容
● ケミカルズ部門では、粘・接着剤、微粉体、特殊機能材、

加工製品等の開発、製造、販売を行っております。
● 装置システム部門（綜研テクニックス株式会社）では、大

型翼攪拌装置、自動制御システム、熱媒ボイラー等の商
品販売および熱媒体油の製造、販売を行っております。

■役員（平成�9年�0月１日現在）
代表取締役社長 中 島 　 幹
専務取締役 大 岡 　 實
常務取締役（狭山事業所長） 川 瀬 　 進
常務取締役 日 向 芳 明
取　締　役（VPM推進室長） 碓 井 章 徳
取　締　役（新規事業開発室長） 齋 藤 　 浩
取　締　役（研究開発センター長） 池 田 裕 治
取　締　役（営業統括室長） 渋　谷　芳　雄
取　締　役（人事総務部長） 阿　部　英　紀
取　締　役（綜研テクニックス㈱代表取締役社長） 仲 谷 茂 樹
常勤監査役 鈴 木 秀 明
監　査　役 北 尾 哲 郎
監　査　役 臼　井　良　雄
注） 監査役北尾哲郎氏ならびに臼井良雄氏は社外監査役であります。

■事業所
事 業 所 名 所　　　　在　　　　地
本 社 東京都豊島区高田３－�9－５
狭山事業所 埼玉県狭山市広瀬東１－�3－１
浜岡事業所 静岡県御前崎市池新田8665－１

■主要な子会社等
●綜研テクニックス株式会社　●浜岡綜研株式会社
●狭山綜研株式会社　●Soken Chemical Singapore Pte. Ltd.
●綜研化学（蘇州）有限公司　●寧波綜研化学有限公司

決 算 日 ３月3�日
期末配当金支払基準日 ３月3�日
定時株主総会 毎年６月
株主名簿管理人 大阪市中央区北浜四丁目５番33号

住友信託銀行株式会社
同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目４番４号

住友信託銀行株式会社			証券代行部
（郵便物送付先） 	〒�83-870�	東京都府中市日鋼町１番�0

住友信託銀行株式会社			証券代行部
（電話照会先） 	住所変更等用紙のご請求　0��0-�75-4�7

その他のご照会　　　　　0��0-�76-4�7
同 取 次 所 	住友信託銀行株式会社	

　本店および全国各支店
単 元 株 式 数 �00株
公 告 の 方 法 当社のホームページに掲載する。

URL:http://www.soken-ce.co.jp

●この印刷物は環境に配慮した植物性大豆油インキを使用しています。 ●この印刷物は古紙配合率100％再生紙を使用しています。

会社の概況 株主メモ

　本レポートの表紙図案および各ページに配
した動物の切り絵は、障害者芸術ライブラリ
ーであるアートビリティーに登録されている、
アーティスト　岡村陸矢さんの作品（作品名

「動物の親子」）を利用させていただきました。

※　アートビリティー
　1986年に社会福祉法人東京コロニーが、障害者アーティスト
が自立し、自活することを支援するために設立したアートギャラ
リーで、作品の使用料がアーティストに還元されています。

※　アーティスト：岡本陸矢（おかむら　たかや）さん
　1989年生まれ。東京都在住。シャープな線が持ち味の切り絵
作品は各方面で活用されています。
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